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ー 消費者被害6.7兆円

［ご宜

U
し

f

,

‘

ら
本
の
場
所
が

14年推計 前年から 1割増
「
最
後
の
機
会
だ
」

喜
者
庁
は
1
1
日
、
悪
臼
商

法
や
商
品

・
サ
ー
ピ
ス
の
欠
陥

な
ど
に
よ
る
昨
年
1
年
間
の
消

致
者
被
害
が
、
約
6
兆
7
千
偲

円
に
上
っ
た
と
す
る
推
計
額
を

明
ら
か
に
し
た
。
約
6
兆
円
だ

っ
た
2
0
1
3年
か
ら
1
割
近

く
増
え
た
。

消
者
庁
に
よ
る
と
、
1
万

円
以
上
の
高
額
被
害
の
ト
ラ
プ

ル
件
数
が
1
3
年
よ
り
増
え
た

こ
と
な
ど
が
要
因
と
み
ら
れ

る
。
被
笞
推
計
は
13
年
に
続

き
2
度
目
で
、
同
庁
は

「今

後
も
推
計
を
続
け
、
中
長
期
的

に
兄
て
分
析
し
た
い
」
と
し
て

い
る
。
今
年
6
月
に
も
ま
と
め

る
消
投
者
白
書
に
盛
り
込
む
予

定
。昨

年
末
、
全
国
の
15歳
以
上

の
消
践
者
1
万
人
を
対
象
に
実

施
し
た
消
四
生
活
に
関
す
る
意

識
調
査
の
結
果
を
碁
に
推
計
し

た
。
回
答
し
た
6
4
4
9人
の

う
ち
1
0
.
6％
が
何
ら
か
の
被

害
を
受
け
た
と
答
え
た
た
め
、

全
体
で
は
約
1
02
0万
件
の

ト
ラ
プ
ル
が
あ
っ
た
と
推
定
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
た
被
害
相
談
の
平
均
額
と
掛

け
合
わ
せ
た
。

意
識
調
査
結
果
の
う
ち
、
被

害
内
容
で
最
も
多
か
っ
た
の
は

「
機
能
・
品
臼
や
サ
ー
ビ
ス
の

賀
が
期
待
よ
り
か
な
り
劣
っ
て

い
た
」
で
7
.
9
%、
次
い
で

「表
示
・
広
告
と
実
際
の
商
品

・
サ
ー
ピ
ス
の
内
容
が
か
な
り

迎
っ
て
い
た
」
で
4
.
9
％
だ

っ
た
。

「
政
令
指
定
都
市
を
廃
止
す
る
と
、

後
で
失
敗
と
分
か
っ
て
も
ど
う
に
も
な

ら
な
い
」
。
投
票
否
決
を
目
指
す
自
民

党
の
川
嶋
広
稔
市
議
は
1
1
日
、
束
成
区

で
開
い
た
説
明
会
で
こ
う
切
り
出
し

こ。t
 

大
都
市
地
域
特
別
区
設
置
法
は
、
近

隣
自
治
体
と
合
わ
せ
た
人
口
が
2
0
0

万
人
以
上
と
な
る
政
令
市
の
廃
止
手
続

き
を
定
め
る

一
方
、
特
別
区
を
政
令
市

に
戻
す
規
定
は
な
い
。
他
の
法
令
に
も

な
い
こ
と
か
ら
、
自
民
党
だ
け
で
な
く
、

反
対
運
動
で
連
携
す
る
公
明
、
民
主
、

共
産
各
党
も
「
元
に
戻
れ
な
い
」
と
い

う
フ
レ
ー
ズ
を
多
用
す
る
。

一
方
、
都
棉
想
を
推
進
す
る
大
阪
維

新
の
会
代
表
の
橋
下
徹
大
阪
市
長
は

都
島
区
で
の
街
頭
演
説
で
「
反
対
の

先
に
は
同
も
な
い
」
と
声
を
張
り
上
げ

た
。
テ
レ
ビ

C
Mや
、
各
地
の
訴
え

で
住
民
投
票
が
「
哀
退
す
る
大
阪
を
変

え
る
殴
初
で
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
繰

り
返
す
。

否
決
さ
れ
た
場
合
は
都
糊
想
を
断
念

す
る
意
向
も
既
に
表
明
。
反
対
派
が
市

民
の
都
構
想
へ
の
不
安
を
あ
お
っ
て
い

る
と
み
て
「
政
令
市
の
大
阪
市
を
維
持

し
て
も
啓
ら
し
は
守
れ
な
い
」
と
反
論
、

逆
に
、
思
い
切
っ
た
決
断
を
促
す
戦
略

だ。
特
別
医
制
度
で
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

め
ぐ
っ
て
も
、
橋
下
氏
ら
が
「
受
け
る

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
区
民
が
決
め
ら
れ

る
」
と
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す
る
の
に
対

し
、
反
対
派
は
「
現
行
水
準
の
維
持
す

ら
で
き
な
い
」
と
真
っ
向
対
立
。
節
見

区
の
主
婦
(

7

7

)

は
「
と
ち
ら
の
言
っ

こ
と
も
I
E
し
い
の
で
し
ょ
う
。
最
後
ま

で
悩
む
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
話
し
て

い
る
。

ll日
午
前
3
時
4
5
分
ご
ろ
、

大
阪
市
中
央
区
西
心
斎
橋
2
丁

目
の
路
上
で
自
転
車
の
女
性
2

人
が
車
に
は
ね
ら
れ
、

1
人
が

頭
を
強
く
打
ち
死
亡
、

1
人
は

左
腕
を
負
勾
し
た
。
南
署
は
同

日
、
自
動
車
運
転
処
罰
法
速
反

（
過
失
致
死
勾
）
と
道
交
法
遮
反

（
酒
気
帯
び
）
の
疑
い
で
、
大
阪

府
高
石
市
綾
園
、
美
容
師
白
坂

愛
里
容
疑
者
(
2
5
)

を
逮
捕
し

た。逮
捕
容
疑
は
酒
気
帯
び
状
態

で
迎
転
し
て
事
故
を
起
こ
し
、

同
市
浪
速
区
大
国
、
看
設
師
河

本
恵
果
さ
ん
(

2

4

)

を
死
亡
さ

フロを目指す漫画家が災まる
点都販トキワイ上の住民たちの
作品です。

せ
、
並
ん
で
走
っ
て
い
た
会
社

国
暮
花
さ
ん
(

2

4

）
に
左
唇

折
の
け
が
を
負
わ
せ
た
疑
い
。

南
署
に
よ
る
と
、
白
坂
容
疑

者
は
「
生
ピ
ー
ル
な
ど
を
数
杯

飲
ん
だ
。
プ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ

ル
を
踏
み
間
迎
え
た
」
と
認
め

て
い
る
。
車
は
大
型
の
ス
ポ
ー

ッ
タ
イ
プ
多
目
的
車
(

S

u

v

)

で
、
堺
市
と
同
府
和
泉
市
の
女

性
の
計
3
人
が
乗
っ
て
い
た
。

2
日
連
続
で
有
感
地
震
箱
根
山

噴
火
笞
戒
レ
ベ
ル
が
2
（火

口
周
辺
規
制
）
へ
引
き
上
げ
ら

れ
た
箱
根
山
（
神
奈
川
限
箱
根

町
）
で
は
、
1
1
日
も
体
に
感
じ

る
震
度
1
の
地
哀
を
観
測
す
る

な
ど
、
活
発
な
火
山
活
動
が
続

い
た
。
有
感
地
裟
の
発
生
は
2

日
連
続
。
気
象
庁
は
、
蒸
気
が

晒
出
し
て
い
る
大
涌
谷
周
辺
で

の
小
規
模
な
水
蒸
気
四
火
に
緊

戒
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

ま
た
国
土
地
理
院

（茨
城
限

女
性

2
人
は
ね
ら
れ
死
傷

橋斎

酒
気
帯
び
疑
い
女
逮
捕

心

ス
11
梨
脚
を
挟
ま
れ
た
の
を
は
じ
め
、

バ

――
山

5
4
0
代
の
女
性
添
乗
員
、
乗
客
の

9

．

光

＿

観

力

四

拉

計

46人
が
脚
や
首
に
け
が
を
し

i

'

、
§

た
プ

5

た。

口
□疇
『
内
~
製
開
南
部
署
は
自
動
車
運
転
盈

．
~
｀

B品
疇
法
達
反
（
過
失
偽

害
）の
疑
い

ヽ

正
（
日

県
で
、
ダ
ン
プ
カ
ー
の
望
月
憲
人

J

h
ヽ

上

向
車
線
に
は
み
出
し
、
セ
イ
連
転
手
(
4
8
)
1
1
山
梨
県
山
梨

シ
ン
観
光
パ
ス
（
静
岡
市
葵
市
大
野
1
1
を
現
行
犯
逮
捕
。
署

区
）
の
観
光
パ
ス
と
正
面
衝
に
よ
る
と
「
助
手
席
側
の
物
を

突
し
た
。
パ
ス
に
は
4
7
人
が
取
ろ
う
と
し
て
脇
見
を
し
て
し

乗
っ
て
お
り
、
連
転
手
石
川
ま
っ
た
」
と
の
趣
旨
の
供
述
を

敏
晴
さ
ん
(
5
3
)
1
1
同
区
1
1
が
し
て
い
る
。

／
 

バ
ス
衝
突

46人
け
が

山
梨、
ダ
ン
プ
と

11日
午
前
9
時
4
0
分
ご
ろ
、

山
梨
県
南
部
町
万
沢
の
国
道
5
2

号
で
、
大
型
ダ
ン
プ
カ
ー
が
対

つ
く
ば
市
）
は
11日
、
大
涌
谷

付
近
が
3
月
よ
り
最
大
約
8
唸

降
起
し
て
い
る
こ
と
が
新
た
に

分
か
っ
た
と
発
表
し
た
。

気
象
庁
は
、
有
感
地
震
が
続

い
た
こ
と
に
つ
い
て
「
マ
グ

マ
の
活
動
に
関
係
が
あ
る
と

さ
れ
る
低
周
波
地
霙
や
火
山
性

微
動
の
際
測
は
な
く
、
火
山
活

動
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
」
と
説
明
し
て
い

る
。

Jょ

I賛 大阪都構想決戦迫る 否

大阪市を森止し五つの特別区

を新設する 「大阪都構想」の住

民投票(17日実施）まで1週 間

を切った。質否両派は「大阪を

良くするラストチャンス」 「市

がなくなると元に戻れない」と、

疇渭で「大阪都構想」への
賛成を呼び掛ける大阪雑新の
会代表の橋下市長

=II日、大阪市都品区

悩
む
市
民

それぞれが有権者の態度決定の

後押しを狙 うメッセージを送

る。互いの主張を打ち消す効果

への期待もあるが、 「結局、最

後まで決められない」 という市

民も少なくない。

題
広

問

饒
の
川

区成

〖ご自阪

了
、

野
説

点

稔

「どちらも正しい・・」

菅氏「自・民・共の共闘理解できぬ」
菅義偉官房畏官は11日の記者会見 い」と批判した。

で、大阪市を廃止し、五つの特別区を 都棉想を掲げる橋下徹大阪市長との

新設する「大阪都構想」について「二 対立を避け、安全保障関連法案をめ ぐ

箪行政の解消（の推進）はとこの都市 る維新の党との修正協議や、将来の憲

でも当然のことだ」 と述べ、一定の理 法改正での連携につなげる狙いがある

解を示した。自民党国会議口が民主、 とみられる。自民党大阪府連は都梱想

共産両党と合同で都梅想反対の街頭演 に反対しており、菅氏は17日の住民投

説を実施したことを 「全く理解できな 票について「大阪市民が判断すること

谷垣氏は府連に同調

「
元
に
戻
れ
な
い
」

白
◇
理
容
師
が
技

術
を
競
う
京
都
府

理
容
競
技
大
会
が

1
1
日
、
京
都
棗

京
区
の
京
都
理
容
芙
容
専
修
学

校
で
行
わ
れ
た
。
伝
統
的
な
男

性
の
髪
形
や
ク
ー
ル
ビ
ズ
用
の

ッ
．`1
-
く

、

ー

9ぷ

息
j

京13詑

だ」とも指摘した。

一方、自民党の谷垣禎一幹事長は会

見で「党大阪府連は反対しており、大

阪の自民党謡員は必死の戦いをしてい

る。大きなシンバシーを持っている」

と強調。都稿想への「反対」が 「笠成」

を上回った共同通信など報道機関の世

論調査結果については「都構想の中身

の理解が少しずつ進んできている」 と

述ぺた。

中

3
女
子

切
ら
れ
る

姫
路
、
命
に
別
条
な
し

1
1
日
午
後
5
時
ご
ろ
、
兵
庫

栞
姫
路
市
車
崎
2
丁
目
の
路
上

で

「女
の
子
が
刺
さ
れ
た
」
と

近
所
の
女
性
か
ら
1
1
0番
が

あ
っ
た
。
近
く
に
住
む
中
学
3

府
議
選
で
買
収
疑
い

舞
鶴
の
運
動
員
逮
捕

落
選
陣
営

4
月
12日
投
開
票
の
京
都
府

謡
選
で
、
告
示
前
に
選
挙
運
動

を
依
頼
し
、
報
酬
を
支
払
っ
た

と
し
て
、
京
都
府
笞
捜
査
2
課

と
舞
鶴
署
は
11日
、
公
選
法
遮

反
（
事
前
連
動
、
四
収
）
の
疑

い
で
、
無
所
屈
で
舞
鶴
市
選
挙

区
か
ら
立
候
補
し
て
落
選
し
た

鴨
田
秋
津
氏
(

3

3

)

陣
営
の
連

動
員
で
会
社
員
柏
原
正
和
容
疑

者
(
4
7
)
1
1
舞
鶴
市
引
土
ー
を

逮
捕
し
た
。
府
密
は
柏
原
容
疑

者
の
認
否
を
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
。

籠
容
疑
は
、

1
月
下
旬
か

ら
3
月
上
旬
、
舞
鶴
市
内
の
知

人
ら
男
性
3
人
に
対
し
、
候
補

者
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
計
数

万
部
を
配
り
、

「
西
舞
節
か
ら

府
識
を
出
さ
な
あ
か
ん
」
と
投

票
を
呼
び
掛
け
る
選
挙
連
動
を

依
頼
し
、
報
酬
と
し
て
現
金
3

万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
し
た
疑

、。し
府
睾
に
よ
る
と
、
3
人
の
う

年
の
女
子
生
徒
(
1

4
)

が
男
に

刃
物
の
よ
う
な
も
の
で
腕
を
切

ら
れ
る
な
ど
し
た
と
い
い
、
病

院
に
搬
送
さ
れ
た
。
命
に
別
条

は
な
い
。
県
滋
飾
磨
署
が
偽
笞

事
件
と
し
て
、
逃
げ
た
男
の
行

方
を
追
っ
て
い
る
。
飾
磨
署
に

よ
る
と
、
男
は
1
人
だ
っ
た
。

女
子
生
徒
が
追
報
し
た
女
性
に

助
け
を
求
め
た
と
い
う。

女
性
に
乱
暴
未
遂

立
命
大
生
再
逮
捕

容
疑
で
大
阪
府
警

大
阪
市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に

住
む
女
性
の
部
屋
に
押
し
入
っ

て
乱
暴
し
よ
う
と
し
た
と
し

て
、
府
密
捜
査
1
課
は
11
日、

住
居
侵
入
と
強
姦
（
ご
う
か
ん
）

未
遂
の
疑
い
で
、
立
命
館
大
2

年
浅
賀
勇
斗
容
疑
者
(
2
1
)
1
1

同
市
1
1
を
再
逮
捕
し
た
。

浅
賀
容
疑
者
は
同
じ
マ
ン
シ

ョ
ン
の
敷
地
内
に
カ
ッ
タ
ー
ナ

イ
フ
を
持
っ
て
侵
入
し
た
と
し

て
4
月
2
9
日
に
逮
捕
さ
れ
、
銃

刀
法
遮
反
な
ど
の
罪
で
起
訴
さ

れ
た
。
捜
査
1
課
に
よ
る
と
、

周
辺
で
若
い
女
性
が
製
わ
れ
る

平
件
が
数
件
発
生
。
関
連
を
調

べ
る
。逮

捕
容
疑
は
4
月
6
日
午
後

8
時
半
ご
ろ
、
2
0
代
女
性
が
自

宅
に
入
ろ
う
と
し
た
際
、
背
後

か
ら
抱
き
つ
い
て
部
屋
に
侵
入

し
、
乱
禁
し
よ
う
と
し
た
疑
い
。

ス
タ
イ
ル
な
ど
が
披
露
さ
れ
た

1
1
写
真
。

◇
府
理
容
生
活
衛
生
同
業
組

合
の
主
催
で
6
8
回
目
。
前
炭
を

長
く
保
ち
サ
イ
ド
を
刈
り
上
げ

る
の
が
特
徴
で
、
全
国
大
会
の

稲
目
に
も
な
っ
て
い
る
「
D
」

と
呼
ば
れ
る
ス
タ
イ
ル
な
ど
、

7
部
門
が
あ
っ
た
。

◇
2
0
1
5
0
代
の
理
容
師
4
8
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一 大判、9』ヽ 判、古銭
外国金貨・鑓貨
本切手、中国切手
札、中国コイン
の売買と鑑定
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用のオフィス

呵 47,000円～／保証金なし・共益賣含む

｀ 
゜ 錢料訟芯］、叫し

テンキー〇ック霞・偏9」空鯛・光ファイパー帽攣攘●のブライベートオフィス
安心のセキュリティーが●社の償肩を向上させ鵞す

忙7天：：II.で血られた完全な偏宣らら-_-・・

2 foJ回便用しても薫料の

会罐宣と待合スベースを完儡

3全鱈・各フロアには防犯カメラを設置

・ ―, 1 

4窃雰と呼泣：はLANネットワークを構藁i'「

荀霜の受霰はもちろん発送もできる宅配ロッカーを設置l...,.. 
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びわ湖ホール大ホール
S1$¥7,500・ AJ$6,500（如込）
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チケッ,uあ(0570)02・..../Pコード・・2S 9 -6 9 4 
ローソンチケッ ト10S70108◄如Sノ L コー ド・·· 5 2 138 
びわ漏ホール（恵口霞売のみ）10771"3•713●
""文囀●レコー ド,;)(S慮のみ瓢売1(07●●132•2783
ィープラスhttp,//●p1us.Jp1パソコン・綱事共●1

●お1111い合わせ•お傘し込み先

“”田中央企画阻翠班即墨
〒604-0862 京都市中京区少将井11J'229-2 算七長谷ピル6疇

!.'‘”"99 'I•\!•94昴•94•I


